































































【江戸】：あまり いっそ おおきに ずいぶん だいぶ とんだ よほど 
【上方】：あまり いっこう えらい おおきに きつい ずいぶん だいぶ よほど 




























































































































































































また、第 1 章、第 6 章、第 7 章等でみたように、この強意副詞は、それぞれの語が、各
時代で主要程度副詞全体に勝るとも劣らないほどに多く使用されていた。そして第 1 章、
第 5 章でみたように、「ほんに」「まことに」のような語は、江戸・上方を問わず用いられ
ており、地域的な汎用性も兼ね備えていた。 
強意副詞は、程度副詞に比べると、中央語での語彙的バリエーションは少なく、近世か
ら現代にかけて、話し言葉で多用されていたのは、「ほんに」とそれを受け継いだ「ほんと
うに」であった。また、「改まり」の文体的特徴をもち、情意・誠意の伝達を担うようにな
る「まことに」、明治初期に青年知識層の男性語として用いられ、硬質な文体的特徴を持つ
ものとして現代に至っている「じつに」という、主に文体的な選択としての語がこれに加
わる程度であった。もちろん地域的変種として「ほんまに」のような語もあるが、「ほんに」
「ほんとうに」などの共通的な語と現代に至るまで共存している。 
 つまり近世から近現代において、程度副詞に比して、意味・用法、文体や地域的状況、
いずれにおいてもより汎用的・共通的であったのがこれらの強意副詞であり、その傍らで
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程度副詞は状態性の語を修飾するという制約の中で、意味・用法や文体的、地域的に、各
語がより個別・具体的特徴を持ち、積極的に新陳代謝がなされ、使用者のより細かな表現
意図を支えていたものと考えられる。 
既存の「陳述副詞」「程度副詞」「情態副詞」という副詞の 3 大別としての「程度副詞」
を前提にしたとき、時に「広義程度副詞」などとして「程度副詞」の傍流に位置づけられ
ることのある文意強調的副詞であるが、その近世から近現代における使用実態を見ると、
文意・事柄内容の強調という機能から見れば、個別・具体的な程度副詞に比して、より汎
用性を持つ表現であったと考えられる。 
 
